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研究成果の概要（和文）：本研究では、全員活躍社会の実現を目指し、非都市部である離島地域の中学校におけ
る地域社会と連携したキャリア教育の取組に参加し、「総合的な学習の時間」向けに「地域課題解決型キャリア
教育」の学習プログラム案を作成し、実際に授業で試行した。教育効果の測定として、3年間6時点において、知
識の定着、地域に対する意識の変化、地域と自分自身のキャリアに関する意識の変化を測定したところ、それぞ
れの項目において、ポジティブな回答が増加し、3年間を通じて定着する傾向が確認された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we participated in a career education initiative in 
cooperation with local communities at a junior high school in a non-urban (remote island) area, 
created a learning program plan for integrated studies in "career education based on solving local 
problems," and actually tried it out in the classroom, with the aim of realizing an active society 
for all. The results showed an increase in positive responses in each of the six areas, and a trend 
toward retention throughout the three-year period.

研究分野：教育社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、第一に、中学校の教育現場と研究者とが協働してキャリア教育プログラムを開発
したことにより、キャリア理論に偏ることなく、教育現場と地域のニーズを取り入れた、実践的な教育プログラ
ムを構築できた点である。第二に、教育効果の測定を適宜行うことによって、生徒たちの変化を実証的に把握
し、プログラムが抱える課題の発見、改善を行った点である。
キャリア教育の効果については懐疑的な目も向けられている。真に効果のある教育プログラムを構築すること
は、少子高齢化社会において持続可能な社会の担い手としての人材育成を可能にすることになり、全員活躍する
ことが可能な社会の実現に寄与することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



課題：全員活躍社会の実現を目指すキャリア教育の設計に向けての実証的研究 
 
１． 研究開始当初の背景 
本研究では若年女性の就業継続回避傾向の高まりといった現象がなぜキャリア教育を受けて

きたはずの世代に起こっているのかといった問題意識を起点に、彼らの将来意識形成メカニズ
ムについて、彼らの受けてきたキャリア教育の実態との関連を中心に調査・分析を行う。調査方
法は質問紙調査とインタビュー調査の双方からアプローチする。これらの調査結果を基にして、
若年世代の職業を軸とした人生設計の構築に寄与するキャリア教育の在り方を検討し、持続可
能な社会形成に向けて「全員活躍」を可能とするキャリア教育の設計を提案する。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、若年世代のライフコース展望のメカニズムを実証的に明らかにすることを

通して、これからの社会を担う若年世代の職業を軸とした人生設計の構築に寄与するキャリア
教育の在り方を検討し、具体的な教育プランを提案する。学校教育におけるキャリア教育との関
連に注目することは、教育現場に導入されてから 15 年近くが経過したキャリア教育の内容や方
法を改めて評価することとなり、今後のキャリア教育の在り方を再考することにもつながる。ま
た、本研究で得られた知見をもとに、教育プログラムを検討することは、ともすれば形骸的な教
育になってしまいがちなキャリア教育によって、これから訪れる少子高齢化社会において持続
可能な社会の担い手としての人材育成を可能にすることになり、女性のみならず「全員活躍」す
ることが可能な社会の実現に寄与することができる。 
 
３．研究の方法 
 全国の公立、私立の中学校、高等学校のキャリア教育に関わる教員に対するヒアリング調査か
ら課題を析出し、「全員活躍」のために必要な視点を整理する。それを基にして、キャリア教育
プログラムを設計し、教育現場で実践する。実践に際しては、教育効果を測定するべく、生徒た
ちに定期的に質問紙調査を行い、教育プログラムの課題を検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 中学校、高等学校のキャリア教育担当教員へのヒアリング結果 
中学校、高等学校へのヒアリング調査から、都市部の学校と非都市部の学校における生徒たち

のキャリアの考え方が異なっていることが明らかとなってきた。非都市部においては、地域社会
そのものが少子高齢化によって弱体化していることもあり、若者の流出に歯止めをかけたい状
況であることが明らかになった。それを受けて、学校教育としてのキャリア教育においても、地
域社会と自分のキャリアを強く関連させて考えさせたいということから、ESD（持続可能な開発
のための教育）とキャリア教育を組み合わせて実施している事例がみられた。これを受けて、非
都市部である離島地域の中学校における地域社会と連携したキャリア教育の取組に参加し、「総
合的な学習の時間」向けの学習プログラム案を考案することとなった。 
(2) キャリア教育プログラムの設計と実践 
教育プログラムの内容については、研究協力校であった非都市部の離島の中学校でのヒアリ

ング結果をもとにして、地域の持続可能性と自分自身の将来について同時に考えることができ
る内容とした。基本的には、2020 年度より導入が進んでいる新学習指導要領の方針に基づいた
ものとしているが、中学校が SDGs に積極的に取り組む方針で学校運営をしていたことから、SDGs
とも連携した内容を盛り込んだ。また、単発の授業だと、その場限りの効果となってしまう可能
性があることから、3 年間を通じた教育プログラムとしてコンテンツの開発を行った（表 1）。コ
ンテンツの開発にあたっては、地域研究、持続可能性研究の専門家のアドバイスを受けることで、
専門性を担保した。 
 キャリア教育の観点からは、持続可能な地域社会と自分自身のキャリアの構築を目指すとい
うことで、2 つの理論をベースにすることとした。1 つは、児美川（2013）による、「やりたいこ
と」「できること」「やらなければいけないこと」を整理して生徒たちにキャリアを考えさせると
いうものである。生徒たちは 将来と地域の両方に理想的な目標を設定し、自分のキャリアの中
で地域とどのようにかかわり、そのために今から何をするべきか、何ができるのかということを
考えることができるような設計とした。もう 1 つは、「バックキャスティング」の考え方を用い
るということである。これは、理想的な将来の目標を設定し、その目標を達成するために何をす
べきかを特定する考え方（石田・古川 2018）であり、児美川の理論と組み合わせることで、未
来からのバックキャスティングで地域の未来と自分の将来を同時に考える方法を採用した。 
 本教育プログラムの資料については、専門家の意見をそのまま反映させると、中学生にはかな
り難しい内容になってしまうため、中学生が理解できるように用語の説明、言葉遣い、図表の表
現方法など、中学校の教員の意見なども参考にして、分かりやすいものを作成した。 



 作成した教育プログラムについては、新型コロナウィルスの影響で少々遅れてのスタートと
なったが、2021 年度の入学生から実施を開始し、2023 年度に完成年度を迎えることとなった。 

図 1 作成したキャリア教育プログラム 

 
(3) 教育効果の測定 

地域課題解決型キャリア教育プログラムの実施前、実施後、半年後における知識・技能、思考
力、判断力、表現力等の変化を測定し、教育プログラムの最終版に向けての改善点の洗い出しを
行った。この研究成果を受けて、教育プログラムの改善を行い、3 年間の教育プログラムを完成
させ、2021 年度より離島地域の中学校の協力の下、正課（総合的な学習の時間）に組み込む形
で実装した。2021 年度入学生が 2023 年 3 月に卒業するまで、3 年間 6 時点において、3 年間の
知識・技能、思考・判断・表現、地域への意識、キャリア意識の変化を測定したところ、それぞ
れの項目において、ポジティブな回答が増加し、3 年間を通じて定着する傾向が確認された。こ
のことから、単発のキャリア教育プログラムではなく、正課の授業内での継続的な教育プログラ
ムとして設計することで、一定の定着がみられることがデータから明らかになった（図 2）。 

図 2 教育効果の測定結果（抜粋） 

(4) 今後の課題と展開 
今回の研究の課題としては、条件の異なる学校での実践には至らなかったことである。人口や

地理的環境、社会構成の異なる地域の学校での実践を通して、さらなる「全員活躍社会」に寄与
するキャリア教育プログラムの構築を試みていきたい。 
また、昨年度、開発した中学校における「総合的な学習の時間」向けの「地域課題解決型キャ

リア教育」の学習プログラムの教育実践を実施した。教育実践にあたっては、中学校教員へのヒ
アリングを繰り返し行い、より教育現場の実情に合わせたプログラム開発となるように調整を
行った。その中で、中学校側から、中学校の教員向けの研修として、当プログラムを実践するこ
との目的、意義、教育効果についての説明を行ってほしいという要望があり、教育プログラム開
発と併行して、教員向けの教員研修プログラムも開発することとなった。本件は、継続中の案件
のため、今後の研究の課題としたい。 
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